
 

【調査報告書の見方７】 

 調査報告書は、企業の与信管理を行う上で参考となる資料です。資金状況(金融機関

取引状況や近時の平均的な資金繰り)の概要を知る上で必要なデータが掲載されていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・金融機関との取引状況に

ついて掲載しています。

借入金の発生や当座取

引を行っている金融機

関を基本として、長期借

入金・短期借入金・割引

手形(社債なども)など

の取引状況を金融機関

ごとに掲載しています。

代表者や役員借入が把

握できた場合はこれも

掲載しています。 

・資金面において取引行と

の関係は重要であり、メ

インの姿勢や取引歴な

どをチェックしておく

必要があります。また、

不動産状況と照らし合

わせて、借入枠の有無を

判断しておく必要があ

ります。 

・業種や規模、さらには担

保余力などによって異

なりますが、借入金の総

額が月商の 3 ヶ月分以

上になると本業による

収益の確保が難しくな

ります。低金利の現状で

も月商の 6 ヶ月以上の

借入があるようだと、繰

り回しについては赤信

号に近いと判断してか

まわないと思います。 

・近時の平均的な資金繰り状況と金融機関を含めたコ

メントが掲載されています。 

・表右下の｢翌月繰越｣が表左上の｢前月繰越｣の金額よ

り低下している場合、資金面で不足が発生している

こととなり、借入金などによる資金手当てが必要に

なることを意味しています。 

・コメント面では、取引行の姿勢などが読み取ること

ができますので、精読が必要です。 


